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　卒業後は各地でオルガニストの職に就き、1708年
からはワイマルの宮廷オルガニストとなり、オルガン曲
の多くや初期のカンタータはここで作曲された。17
〜23年にはケーテンの宮廷楽長に就任、《ブランデ
ンブルク協奏曲》や《平均律クラヴィーア曲集第1巻》
などを書いた。23年から没するまでライプツィヒの聖
トーマス教会のカントルを務め、墓も同教会内にある。

　親族の多くが町楽師やカントルを務め、父ヨハン・
アンブロジウスも宮廷音楽家だった。1695年に両親
を相次いで失い、オールドルフの町でオルガニストに
なっていた長兄に引き取られ、音楽の手ほどきを受
ける。15歳から北部ドイツのリューネブルクで、教会
附属学校の給費生として過ごす。

バッハが宮廷楽長を務めたライプツィヒ郊外・ケーテン城、鏡の間 アイゼナハのバッハ記念館前の立像

　

ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
が
生
ま
れ
た
頃
、

生
地
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
と
そ
の
周
辺
の
町
で
は

「
バ
ッ
ハ
」と
い
え
ば
音
楽
家
の
代
名
詞
で
あ
っ

た
。
バ
ッ
ハ
自
身
８
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
、
一

族
は
も
と
も
と
多
産
系
で
あ
る
。
そ
れ
が
末
広

が
り
に
広
が
り
な
が
ら
町
々
の
楽
師
や
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
、
教
会
の
音
楽
監
督
を
務
め
て
い
た
。

当
時
、
教
会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
は
親
族
間
で
引

き
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
も
多
か
っ
た
ら
し
い
。

　

例
え
ば
、
バ
ッ
ハ
が
洗
礼
を
受
け
た
ア
イ
ゼ

ナ
ハ
の
聖
ゲ
オ
ル
ク
教
会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

は
、
１
３
２
年
間
に
わ
た
り
４
代
の
バ
ッ
ハ
が

務
め
た
と
い
う
。
ま
た
若
き
バ
ッ
ハ
が

１
７
０
５
年
に
北
ド
イ
ツ
の
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
を

訪
れ
た
時
、
聖
マ
リ
ア
教
会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の

ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
（
バ
ッ
ハ
が
傾
倒
し
た
北
ド

イ
ツ
・
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
界
の
大
御
所
）
か
ら
後

任
に
な
ら
な
い
か
と
い
わ
れ
、
心
動
か
さ
れ
る

が
、
そ
の
条
件
が
ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
の
娘
と
の

結
婚
で
あ
っ
た
た
め
、
即
座
に
断
っ
た
と
い
う

伝
説
も
あ
る
。
バ
ッ
ハ
よ
り
２
年
前
に
ヘ
ン
デ

ル
と
一
緒
に
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
を
訪
れ
た
マ
ッ
テ
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大
樹
に
も
た
と
え
ら
れ
る

ド
イ
ツ
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音
楽
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一
族
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ドイツの作曲家。1685年3月31日アイゼナハ生〜1750年7月28日ライプツィヒ没。
オペラ以外のほとんど全ジャンルで曲を書き、バロック音楽のさまざまな様式を吸収、
統合した。同時代人からは「技巧的すぎて自然さを欠く」と否定的評価を下されること
もあったが、1829年にメンデルスゾーンが初演後100年ぶりに《マタイ受難曲》を復活
演奏して以来、「神聖な天才」像が定着。「大バッハ」と呼ばれ、労作的研究も数多い。

ヨハン・セバスティアン・バッハ

Johann Sebastian Bach

バロック音楽の輝ける金字塔
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「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
は
日
本
語
で
は
普
通
「
管
弦
楽
団
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
「
楽
団
」
く
ら
い
の

意
味
で
、
語
源
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
さ
か
の
ぼ
る
。
古
代

ギ
リ
シ
ャ
劇
が
上
演
さ
れ
た
円
形
劇
場
で
は
中
心
部
分
で

合
唱
輪
舞
隊
コ
ロ
ス
が
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
た
の
だ

が
、
そ
の
場
所
を
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で
の
「
楽
団
」
の
歴
史
は
意
外
に
新

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事
始
め

オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
が
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に

し
い
。
楽
器
は
基
本
的
に
歌
や
踊
り
の
伴
奏
用
と
見
な
さ

れ
て
い
た
か
ら
で
、
楽
器
だ
け
の
合
奏
音
楽
は
16
世
紀
末

あ
た
り
か
ら
登
場
し
た
。
時
代
と
と
も
に
規
模
の
大
き
な

作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
オ
ペ
ラ
が
登
場
す

る
。
オ
ペ
ラ
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
劇
の
復
活
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、楽
団
は
舞
台
と
観
客
の
間
、つ
ま
り
古
代
ギ
リ
シ
ャ

劇
に
お
け
る
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
に
置
か
れ
た
の
で
、
次
第
に

楽
団
も
そ
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
編
成
や
規
模
は
、
時
代
や
状
況
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
時
代
が
下
る
と
と
も
に
大
規
模
編
成

の
音
楽
が
作
曲
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も

そ
れ
に
伴
っ
た
。
近
代
的
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
は
し
り
は
、

18
世
紀
半
ば
の
マ
ン
ハ
イ
ム
宮
廷
楽
団
と
い
わ
れ
る
。
プ

フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
カ
ー
ル
・
テ
ー
オ
ド
ル
の
庇
護
の
も
と
、

ボ
ヘ
ミ
ア
出
身
の
作
曲
家
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
タ
ー
ミ
ツ

（
１
７
１
７
〜
１
７
５
７
）
が
組
織
し
た
こ
の
楽
団
は
、

当
時
と
し
て
は
大
規
模
な
50
名
に
お
よ
ぶ
団
員
か
ら
構
成

さ
れ
、
全
員
ぴ
た
り
と
演
奏
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
令
名
を
馳
せ
た
。
木
管
楽
器
（
フ
ル
ー

ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
後
に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

を
各
2
本
で
一
対
と
し
（
2
管
編
成
）、
こ
れ
に
弦
楽
器

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、ヴ
ィ
オ
ラ
、チ
ェ
ロ
、コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）、

金
管
楽
器
（
ホ
ル
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
後
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

と
テ
ュ
ー
バ
）、
打
楽
器
（
テ
ィ
ン
パ
ニ
な
ど
）
を
加
え

た
そ
の
編
成
は
現
代
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
基
本
で
も
あ
る
。

ギリシャ劇の円形劇場（撮影：細野晋司）

マンハイムのパラーデ・ウント・プロムナード広場（1779年の画）

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
成
り
立
ち
は
？ 

楽
器
編
成
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
構
造
は
？

日
本
と
世
界
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
や
、

お
出
か
け
の
前
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
仕
入
れ
て
お
き
た
い
基
礎
知
識
で
す
。

基

礎

知

識

編

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
出
か
け
る
前
に

知
っ
て
お
き
た
い




